
 (質問１)冬の寒い日は川の流れが遅く、逆に暖かい日は流れが

速くなっているような気がします。(真小1月の報告) 

  

 川の速度は、川を流れる水の量によって違ってきます。 

 冬は夏に比べて雨の日が少なく、降った雪も融けずに積もります。そ

のため、川の水の量はグッと減り、川はゆっくり流れるようになります。 

 逆に冬でも暖かい日は、雪が融けて川に流れ出すため、寒い日に比

べて水量が増え、流れが速くなります。  

 川を泳ぐ魚は、急激な暑さや寒さに弱い生き物です。 

 だから、冬の寒い時期は、比較的暖かい場所にいます。 

 たとえば、1日の中で最も冷え込む朝晩は、川底の岩などに

隠れてじっとしています。 

 また、日中日差しが出れば、太陽の熱で暖かくなった水面

に行き、活動を始めます。 

 (質問2)冬は川の水温が下がっていると思いますが、 

魚は冷たい水の中でも泳げるのですか？ 
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太陽が出ていると、水面から

温度が上がっていくんだ。泳

いでいる魚が見られるのは、
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川の水面は、外気の 
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 上の写真は極端な例ですが、川の水が少ないときと多いときのもので

す。左と右の写真を比べて、どちらの流れが速く見えるでしょう？一般

的には、水の深さが深いほうが、川の流れは速くなっています。 

 これから春にかけて気温が上がり、雪融けが進むので、川の流れも今

まで以上に変わっていきます。 
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真室川小学校の児童から国交省鮭川
出張所への質問・報告と、出張所の
回答をご紹介します。 
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